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「復興はまだ途上」と私たちが発信を！
　
「
東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・

復
興
岩
手
県
民
会
議
」
第
７
回

総
会
が
、
台
風
10
号
被
害
か
ら

１
年
余
が
経
過
し
た
岩
泉
町
で

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
90

名
、
県
医
労
か
ら
３
支
部
・
本

部
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
台
風
10
号
豪
雨
災
害
の
被

害
状
況
と
復
旧
・
復
興
の
現
状

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
特
別
報

告
で
、
岩
泉
町
・
應
家
総
務
課

長
は
、
当
時
河
川
の
水
位
が
最

大
で
６
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
と

紹
介
。
人
的
被
害
は
関
連
死
２

名
を
含
む
死
者
22
名
、
行
方
不

明
者
１
名
。
建
物
被
害
は
住
家

９
８
４
棟
に
の
ぼ
り
、
被
害
総

額
は
３
２
８
億
円
を
超
え（
東

日
本
大
震
災
時
の
約
10
倍
）、
町

内
全
域
に
わ
た
っ
た
被
害
の
甚

大
さ
を
報
告
し
ま
し
た
。
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
た
も
の
の
、

国
は
あ
く
ま
で
も
「
通
常
の
災

害
」
と
の
立
場
で
あ
り
、
財
源

捻
出
の
た
め
に
町
長
は
じ
め
幹

部
が
省
庁
や
国
会
議
員
な
ど
陳

情
に
ま
わ
っ
て
い
る
状
況
だ
と

話
し
ま
し
た
。
復
興
に
あ
た
っ

て
は
、
集
落
の
形
成
が
課
題
で

あ
り
、
住
民
が
望
む
地
域
に
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
の
が
町
役
場
の
役
割

だ
と
述
べ
ま
し
た
。
町
内
い
た

る
所
に
あ
る
「
生
活
橋
」
の
70

カ
所
が
流
さ
れ
、
義
援
金
を
募

集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

総
会
の
活
動
方
針
で
金
野
代

表
世
話
人（
い
わ
て
労
連
議
長
）

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
半
、

住
ま
い
の
再
建
も
生
業
の
再
生

も「
復
興
は
ま
だ
途
上
」で
あ
り
、

引
き
続
き
被
災
者
に
寄
り
添
っ

た
復
興
を
求
め
て
い
こ
う
と
提

起
。
山
田
町
町
議
や
宮
古
市
の

「
防
潮
堤
を
考
え
る
会
」
代
表
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
畑
浩
治
氏（
民

進
党
）と
斉
藤
信
氏（
共
産
党
県

議
）か
ら
、
激
励
と
連
帯
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

県内各地からの参加者

「復興はまだ途上」と私たちが発信を！
復興県民会議第７回総会

特別報告の岩泉町
應家総務課長

全国保育研に参加して
　８月５〜７日に開催された全国保育団
体合同研究集会に参加しました。
　初日から、さいたまスーパーアリーナ
に9,005名の参加、全国の仲間たちのパ
ワーに圧倒されながらも、記念講演や分
科会を通じて、未来の子どもたちのため
に熱いメッセージを受けてきました。
　私自身まさに今子育て中というなか、
集中して保育の仕事について振り返り、
私たちが今やるべきことについて学ぶこ
とができました。
　保育の仲間
たちにも伝え、
よりよい保育
をめざし、毎
日の保育の中
でこの経験を
生かしていき
ます。

○○○○○○保育所　○○○○
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し
た
。
県
医
労
か
ら
は
○
○
代

議
員
、
○
○
代
議
員
が
、
不
払

い
と
な
っ
て
い
る
超
過
勤
務
、

特
に
始
業
時
間
前
や
夜
勤
の
時

の
休
め
な
か
っ
た
休
憩
時
間
の

超
過
勤
務
手
当
を
請
求
す
る
運

動
や
、
自
ら
の
体
験
も
踏
ま
え

た
正
循
環
夜
勤
を
広
め
る
取
り

組
み
な
ど
を
発
言
し
、
討
論
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
は
、
圧
倒
的
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
、

予
算
の
承
認
に
続
い
て
、
産
別

ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
投
票
で
確
立

し
ま
し
た
。
特
別
中
執
に
、
引

き
続
き
○
○
、
○
○
両
氏
を
決

定
。
役
員
体
制
は
、
執
行
委
員

長
に
中
野
県
医
労
中
央
執
行
委

員
長
、
新
執
行
委
員
に
○
○
同

書
記
長
を
、
新
会
計
監
査
委
員

に
○
○
同
副
委
員
長
を
信
任
し

ま
し
た
。

発言する○○代議員

働き続けられる職場を
力を合わせてつくっていこう

　

岩
手
医
労
連
第
70
回
定
期
大

会
が
、
９
月
２
日（
土
）、
３
日

（
日
）の
両
日
、
盛
岡
市
つ
な
ぎ

「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
野
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
来
賓
の
日
本
医

労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日
本
共

産
党
各
代
表
が
あ
い
さ
つ
し
、

自
由
党
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐
書

記
長
か
ら
方
針
提
起
を
受
け
、

２
日
間
に
わ
た
り
、
各
単
組
か

ら
の
討
論
が
続
き
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
病
院
建
て
替
え

に
伴
う
一
時
金
の
引
き
下
げ
提

案
に
、
粘
り
強
く
団
体
交
渉
で

追
及
し
、
一
定
の
譲
歩
を
勝
ち

取
っ
た
取
り
組
み
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
か
ま
え
て
交
渉
し
、
増
員

で
前
向
き
な
回
答
を
引
き
出
し

た
取
り
組
み
、
新
採
用
が
定
着

し
な
い
・
募
集
し
て
も
来
な
い
、

９
回
・
10
回
夜
勤
に
な
っ
て
い

る
実
態
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
２
年
後
の
病
院
移

転
を
予
定
し
て
い
る
医
大
教
職

組
か
ら
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
３
対

１
看
護
に
関
し
て
、
休
憩
時
間

の
対
応
か
ら
補
助
金
返
還
を
命

じ
ら
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

2日間で開催された大会

　

い
わ
て
労
連
第
29
回
定
期
大

会
が
、
９
月
９
日
（
土
）、
盛

岡
市
勤
労
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
、
岩
手
医
労
連
な
ど
各
加
盟

単
産
・
単
組
、
地
域
労
連
の
代

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
全
労
連
事
務

局
次
長
、
自
由
党
・
木
戸
口
参

議
院
議
員
、
共
産
党
・
菅
原
県

委
員
長
な
ど
が
激
励
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
昨
年
の
台
風
被

害
か
ら
１
年
経
っ
た
岩
泉
町
の

現
状
、
戦
争
法
廃
止
や
共
謀
罪

反
対
の
取
り
組
み
、最
賃
・
農
業
・

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
な
ど
、
各
分

野
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
に
は
、
○
○
議

長
（
県
医
労
特
別
執
行
委
員
）、

○
○
副
議
長（
同
執
行
委
員
長
）、

○
○
○
幹
事
（
同
特
別
執
行
委

員
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

岩手医労連第70回定期大会開催

い
わ
て
労
連
第
29
回
定
期
大
会
開
催

格
差
と
貧
困
を
無
く
し
、

暮
ら
し
の
底
上
げ
を
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全国アクト
in 愛知

3日間で班の絆は深まるばかり♪

☆アクトに参加した県医労6人☆

どろだんご作ってハイチーズ♪

フィールドワークで班の絆が深まりました！

全国アクト
in 愛知

来年は
みちのくアクト

in 岩手

　８月25日～ 27日、第19回日本医労

連全国青年交流集会（全国アクトインサ

マー）が愛知県蒲郡市を中心に開催され、

全国から500名が参加し、３日間さまざ

まな企画を通して交流を深めました。岩

手からは11名、県医労からは６名が参加

しました。参加者の感想を紹介します。

　2泊3日という期間の中でフィールドワークや夜祭り
といった様々な活動を通し班のメンバー等との交流を
深めることが出来ました。班のメンバーとは現在も連
絡を取り合っており、アクトに参加したことで交友関
係を広げることが出来ました。とても楽しく充実した3
日間でした。次回も参加したいと思います。ありがとう
ございました。� 南光支部　○○○○　

　初めてのアクトだったのですが年齢、職種、経歴の
垣根を越えて楽しむことができました。自分らが置か
れている現代の労働環境や、他病院の組合活動を意見
交流でき勉強になり教養となりました。青年部でいら
れるのも残り少ないのですが組合活動に積極的に参加
してみたいです。� 南光支部　○○○○　

　初めての全国アクトで緊張もありましたが、各地から
集まった優しく楽しい班員のおかげで充実した3日間に
なりました。また、全国からたくさんの青年が自分達の
働く環境について学び、より良いものにしていくための
活動に参加していることを知り、労働者が力を合わせる
ことが職場の環境を変え、働きやすい環境が将来の医療
や福祉を支えていくことを学びました。そして初めて丸
3日間も同期と同じ時間を過ごし絆が深まったなと思う
ので、これからも仲良く、切磋琢磨しながら成長してい
きたいと思います。� 南光支部　○○○○　

　参加してみて、全国の方々と交流できて楽しかっ
たです。また様々な職種の方の話を聞けて勉強に
なりました。フィールドワークや夜会を通して多く
のことを経験できました。充実した三日間でした。�
� 南光支部　○○○○　
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第62回はたらく女性の岩手県集会第62回はたらく女性の岩手県集会
と　き　12月9日㈯13時30分〜15時30分

ところ　盛岡市勤労福祉会館
講　演　「一人ひとりの声が社会を変える」（仮題）
　　　　　　講　師　川 田 忠 明 さん

【プロフィール】
　1959年生まれ。東京大学経済学部卒。世界40か国以上を訪れ、各国の平和団体などと交流。
日本平和委員会常任理事、原水爆禁止日本協議会全国担当常任理事などを務める。日本平和
学会会員。著書に『社会を変える23章　そして自分も変わる』など。

アクトに参加した東北ブロックの仲間♪

青年部第１号となる定期大会開催！

定期大会後の夕食懇親会

一戸支部青年部定期大会

　３日間を通して医療・介護に携わる同
世代の仲間たちと交流を深められる貴重
な時間でした。堅苦しいイメージだった
組合活動を楽しみながら話し、学び、絆
を深めて団結できる、そんな時間を過ご
せるのもアクトだからこそなのだと感じ
ました。来年はみちのくアクトは岩手、
再来年の全国アクトは北海道です。是非、
多くの青年を送り出したいと思います。
� 書記局　○○○○　

　愛知アクトでは、これまでの組合イベントで
仲良くなった人たち、前回の全国アクトで同じ
班だったメンバーとの再会もあり、楽しく過ご
すことができました。班交流でもまた新たに繋
がりができ、いろんな職場、いろんな環境での
話を聞くことができました。
　県医労からも初参加で不安や緊張でどきどき
だったと思いますが、たくさん一緒に参加でき
て本当によかったと思います。学習会ももちろ
んですが、青年部ではそれよりも繋がりを作る
こと、そこからうまれる会話から学んで感じる
ことが多いと思います。今回のアクトでもみん
なにそんなことを感じてもらえていたら嬉しい
です。� 青年部長　○○○○　
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合
・
県
医
労
連
か
ら
１
４
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
県
医
労
か

ら
は
２
名
の
参
加
で
し
た
。

　

１
日
目
は
神
戸
看
護
大
学
の

林
千
冬
さ
ん
が
『
医
師
・
看
護

師
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
問

題
点
、
あ
ら
た
め
て
看
護
の
専

門
性
と
は
何
か
を
考
え
る
」
と

題
し
て
講
演
を
し
ま
し
た
。

�

林
さ
ん
は
、「『
医
師
・
看

護
師
な
ど
の
働
き
方
ビ

ジ
ョ
ン
検
討
会
』
と
言
い

な
が
ら
『
働
か
せ
方
改
革
』

に
な
っ
て
い
て
、
医
師
中

心
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
る
。
看
護
師
の

特
定
行
為
は
、
医
師
不
足

の
穴
埋
め
、
安
上
が
り
の

診
療
補
助
者
育
成
に
過
ぎ

ず
、
個
別
的
指
示
が
あ
れ

ば
、
准
看
護
師
も
看
護
師

も
実
施
可
能
で
あ
る
と
い

う
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
医
療
を
選
ぶ
の

は
国
民
だ
が
、
国
民
に
医
療
の

実
態
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
看
護
を

可
視
化
し
、
国
民
に
実
態
を
訴

え
て
い
こ
う
」
と
述
べ
、
診
療

の
補
助
は
、
診
察
す
る
人（
医

師
）の
補
助
で
は
な
く
、
受
け

る
人（
患
者
）を
補
助
す
る
こ

と
、
つ
ま
り
患
者
に
寄
り
添
っ

た
看
護
を
す
る
た
め
技
を
み
が

い
て
い
く
こ
と
が
、「
い
け
て

る
看
護
師
に
な
っ
て
い
る
と
思

え
る
こ
と
」
だ
と
激
励
の
言
葉

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
４
つ
の
分
散
会
と
初

心
者
分
科
会
、
特
定
行
為
・
働

き
方
ビ
ジ
ョ
ン
分
科
会
に
分
か

れ
２
日
目
ま
で
意
見
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
～
７
日
、「
２
０
１
７

年
看
護
要
求
実
現
全
国
交
流
集

会
」
が
静
岡
県
・
伊
東
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
秋
「
い
の
ち
ま

も
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
の
決

起
集
会
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
の
集
会
に
は
全
国
組

会場の様子

「
診
療
の
補
助
」と
は
医
師
の
補
助
で
は
な
く
患
者
を
補
助
す
る
こ
と

　

救
急
対
応
の
部
門
と
交
代
制

部
門
で
の
実
態
調
査
を
各
支
部

で
取
り
組
み
中
で
す
。
何
れ
も

10
月
中
頃
ま
で
の
取
り
組
み
で

す
。

　

救
急
部
門
は
、
当
直
・
待
機

者
の
勤
務
実
態
調
査
、
交
代
制

部
門
は
三
交

代
・
二
交
代

の
夜
勤
で
の

休
憩
時
間
の

実
態
調
査
で

す
。
職
場
改

善
に
向
け
た
大
事
な
取
り
組
み

で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
分
会
会
議
の
開
催
も

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
職
場
の

問
題
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

看
護
要
求
全
国
交
流
集
会

　中央支部では、9月17日（日）、32名の参加で、「仙
台うみの杜水族館」と「キリンビール工場」に行ってき
ました。「久々に子どもと行けて良かった」と好評でした。

女性部企画
「うみの杜水族館」

へ行こう！！
中央支部

秋の遠足
秋
闘
に
　

　
向
け
て

実
態
調
査
の
お
願
い
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日
本
母
親
大
会
の
あ
ふ
れ
る

熱
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
同

時
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

地
道
に
粘
り
強
く
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
慈
支
部
　
コ
コ
ち
ゃ
ん

　

　

　

毎
日
い
ろ
い
ろ
と
疲
れ
ま
す

ね
。
パ
ワ
ハ
ラ
の
な
い
世
界
へ

行
き
た
ー
い
。

宮
古
支
部
　
み
た
マ
マ

　

　

　

９
回
夜
勤
が
す
っ
か
り
当
た

り
前
に
さ
れ
て
い
る
。
異
常
な
超

勤
時
間
。
さ
ら
に
超
勤
に
対
す
る

圧
力
。
離
職
者
が
出
る
の
も
当

然
で
す
。
募
集
し
た
っ
て
来
る
は

ず
無
い
で
し
ょ
。
い
い
加
減
、
気

が
つ
か
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

大
船
渡
支
部
　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

夜
勤
で
の
休
憩
を
１
時
間
取

る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
急

性
期
の
病
院
は
毎
日
夜
も
急
患

８
月
号
パ
ズ
ル

８
月
号
パ
ズ
ル

　

８
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
33
名
の
応

募
が
あ
り
、
32
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
８
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

よ
し
た
か
ら（
二
戸
支

部
）、
キ
ュ
ア
ホ
イ
ッ
プ
、

象
足（
以
上
、
一
戸
支
部
）、

粉
も
ん
、
も
も
ま
ま
、
ア
ッ

サ
ン（
以
上
、
中
央
支
部
）、

お
り
づ
る
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

（
南
光
支
部
）、
ハ
ル（
大
東

支
部
）、
は
な
ち
ゃ
ん（
大
船

渡
支
部
）

が
数
人
来
ま
す
。
休
憩
な
ん
て

取
れ
ま
せ
ん
。
水
分
補
給
も
で

き
ま
せ
ん
。中

央
支
部
　
ち
ょ
び

　

　

　

夏
が
過
ぎ
る
と
待
ち
遠
し
く

な
り
ま
す
。
早
く
来
い
来
い
、

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
。

久
慈
支
部
　
ジ
ョ
ン
マ
マ

　

　

　

４
歳
の
息
子
が
初
め
て
自
分

で
金
魚
す
く
い
に
成
功
！
毎

日
。
エ
サ
を
食
べ
て
太
っ
て
き

ま
し
た
。

二
戸
支
部
　
金
魚
す
く
い

　

医
療
局
は
大
き
な
組
織
と
し

て
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る

人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
物
事
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
の
も
リ
ー
ダ
ー

の
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
部

下
に
信
頼
さ
れ
て
こ
そ
リ
ー

ダ
ー
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

す
ぐ
に
で
も
、
そ
う
い
う
上
司

が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

　

労
働
政
策
審
議

会
で
「
働
き
方
改

革
」
法
案
の
審
議

が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
▼
安
倍
「
働

き
方
改
革
」
は
、

過
労
死
促
進
、
残

業
代
ゼ
ロ
、
労
働

時
間
の
概
念
を
な

く
す
議
論
を
法
律
と
し
て
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
▼
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
低
賃
金
を
固

定
化
す
る
見
せ
か
け
の
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
も
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
▼
高
度
プ
ル
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル（
高
プ
ロ
）制
度
導
入
や

裁
量
労
働
制
の
拡
大
は
現
行
の

労
働
時
間
制
度
を
根
底
か
ら
破

壊
す
る
も
の
で
す
。
高
プ
ロ
の
働

き
方
は
、
①
１
日
の
労
働
時
間

が
24
時
間
で
も
Ｏ
Ｋ
②
割
増
賃

金
ゼ
ロ
③
休
憩
無
し
④
休
日
無

し
⑤
36
協
定
無
し
。
い
わ
ゆ
る

こ
の
法
案
は
労
働
基
準
法
が
定

め
る
労
働
時
間
・
休
憩
・
休
日
・

深
夜
割
増
賃
金
な
ど
の
規
程
を

適
用
し
な
い
残
業
代
ゼ
ロ
法
案

で
す
▼
い
ず
れ
も
財
界
側
が
労

働
法
の
規
制
緩
和
・
骨
抜
き
を

す
す
め
る
た
め
に
、
労
働
者
の
声

を
極
力
排
除
し
て
い
ま
す
▼
「
働

き
方
改
革
」は「
働
か
せ
方
改
革
」

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
側

か
ら
は
「
た
だ
働
き
労
働
に
な

る
」「
過
労
死
し
て
も
自
己
責
任

に
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
批
判
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
安
倍
首
相
は
「
レ
ッ
テ
ル
貼

り
だ
。
時
間
で
は
な
く
成
果
で

評
価
す
る
新
し
い
制
度
だ
」
と

言
い
訳
し
て
い
ま
す
。「
成
果
で

評
価
す
る
」
と
い
う
の
も
ご
ま
か

し
で
す
。
大
企
業
や
財
界
の
都

合
が
い
い
働
か
せ
方
法
案
は
反
対

で
す
▼
月
１
０
０
時
間
、２
～
６
ヶ

月
平
均
80
時
間
と
い
う
過
労
死

ラ
イ
ン
の
残
業
を
認
め
る
重
大

な
「
抜
け
穴
」
が
特
別
条
項
で

す
。こ
れ
を
撤
回
を
し
な
け
れ
ば
、

長
時
間
勤
務
や
休
憩
時
間
を
確

保
出
来
な
い
過
酷
な
夜
勤
業
務

を
し
て
い
る
医
療
労
働
者
の
過

労
死
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

憤
り
を
覚
え
ま
す
。�

（
す
）



「80年の歴史と食文化を学ぶ」「80年の歴史と食文化を学ぶ」

11月21日㈫、22日㈬11月21日㈫、22日㈬
参加費 17,000円参加費 17,000円

勤務希望、年次の請求をしよう！勤務希望、年次の請求をしよう！

＜行程予定＞
21日㈫ 「すしざんまい」で昼食
 築地市場の自由見学
 ホテルへチェックイン
 東京ディズニーリゾートへ
22日㈬ 自由行動

＜行程予定＞
21日㈫ 「すしざんまい」で昼食
 築地市場の自由見学
 ホテルへチェックイン
 東京ディズニーリゾートへ
22日㈬ 自由行動

＜行程予定＞
21日㈫ 「すしざんまい」で昼食
 築地市場の自由見学
 ホテルへチェックイン
 東京ディズニーリゾートへ
22日㈬ 自由行動

県医労青年部
中央交流会 in 
県医労青年部
中央交流会 in 

2017年

11月9日㈭
　10：00～12：00
岩手県公会堂21号室

2017年

11月9日㈭
　10：00～12：00
岩手県公会堂21号室

2017年

11月9日㈭
　10：00～12：00
岩手県公会堂21号室

秋年末闘争要求実現秋年末闘争要求実現
県医労中央決起集会県医労中央決起集会

がんばろう！
がんばろう！

職場改善のため、団結して声をあげよう！職場改善のため、団結して声をあげよう！

10月の予定
４日（水）〜５日（木）
	 2017年共済推進全国交流集会（第2回、京都）
５日（木）	 県医労女性部長会議
７日（土）	 2017年地域課題研究交流集会（サンビル）
13日（金）	 岩手医労連女性部第31回定期大会（水産会館）
14日（土）	 岩手医労連青年部第37回定期大会（県民会館）
14日（土）〜15日（日）
	 第62回はたらく女性の中央集会	in	東京
19日（木）	 憲法・いのち・社会保障を守る10.19国民集会（日比谷野音）
21日（土）	 県医労第158回中央委員会（サンセール盛岡）
24日（火）	 県医労看護部会＆看護指導監との懇談（県公会堂）
28日（土）〜29日（日）
	 フレッシュセミナー（ホテル森の風鶯宿）

11月の予定
４日（土）〜５日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）
９日（木）	 県医労中央決起集会（県公会堂）
	 支部長会議
13日（月）〜14日（火）
	 栄養管理部門集会（ホテル紅葉館）
18日（土）〜19日（日）
	 日本医労連非正規雇用労働者の全国交流集会
	 in	岩手（花巻温泉）
18日（土）〜19日（日）
	 働くもののいのちと健康を守る「東北セミナー
	 in	福島・飯坂」（飯坂ホテル）
21日（火）	 県医労看護部会（県民会館）
21日（火）〜22日（水）
	 県医労青年部中央交流集会（東京）
25日（土）〜26日（日）
	 第27回病院給食問題全国交流集会（福島）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

10
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


